
2021 年 3 月 24 日 スペースたんぽぽ 講座番号 668 新ちょぼゼミシリーズ「オルタナティブな日本を目指し

て」（ちょぼちょぼ市民によるちょぼちょぼ市民のためのゼミナール）第 56回 

 

菅政権グリーン成長戦略は「グリーン」か 

（あやしいカーボンニュートラル） 
講師：上岡直見（かみおか なおみ）さん  

１９５３年東京都生まれ。環境経済研究所代表。１９７７年早稲田大学大学院修士課程修了。技術士（化学部門）。１９７７年～２０００年化学

プラントの設計・安全性評価に従事。２００２年より法政大学非常勤講師（環境政策）。２００４年国立市「自転車の似合うまちづくり委員会」委

員。２００５年国土交通省中国運輸局「環境負荷に配慮した瀬戸内海スローツーリズム創出検討委員会」委員。２００５年松本市「松本・四賀

直結道路市民意向確認研究会」委員。２００７年荒川区「荒川区環境交通省エネルギー詳細ビジョン策定委員会委員」委員。２００６年～２０

１８年交通エコロジー・モビリティ財団「環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）普及推進委員会」委員 

 

昨年末、菅政権は 2050年の脱炭素社会実現に向けた「グリーン成長戦略」を発表し、その実行計画で 14の重点分野

を設けました。電源構成を再生エネ 50～60％目標とし、風力発電やアンモニア利用発電の大幅拡大に加え、住宅やビ

ル屋根での太陽光発電パネルの大量導入などを計画し、また、電力以外の分野でも、自動車の脱ガソリン化や製鉄に

おける水素活用など、今後の技術革新と設備投資に大きく期待する内容です。政府は「50年カーボン実質ゼロは成長

の制約ではなく戦略だ」とし、経済の好循環を生み出したいとしています。しかし他方では、全産業にわたり水素活

用が強調され、その水素の大量生産は実は新型原子炉に依存した形で展開されそうであるとか、現在ある旧型原子炉

を選択的に温存しながら、新たに小型炉（ＳＭＲ）や高温ガス炉（ＨＴＴＲ）などの新型原子炉を開発して、引き続

き原発依存を続けていく方針も掲げています。この菅政権の「グリーン成長戦略」をどう評価すればいいのか、今回

は特に原発と水素に着目しつつ、この問題に詳しい上岡直見さんにご講演をいただきます。是非、お聞き逃しなく、

みなさまのご参加をお待ちします（最初の 1時間弱は主催者側より事務連絡やプレゼンを行う予定です）。 

 

3月 24日（水）18時～21時（開場 17時 30分）  
会場：スペースたんぽぽ 参加費（資料代含む）：800円（学生 400円） 

高橋セーフビルの 4階 JR水道橋駅西口から 5分：水道橋西通りを神保町方面に向けて左折、グローバルスポーツビ

ル、セブンイレブン、鉄建建設本社ビルを過ぎて、次の交差点（酒屋さん）を右折、ケバブ店の隣 

東京都千代田区神田三崎町 3-1-1  tel 03-3238-9035 fax 03-3238-0797  

Email: nonukes@tanpoposya.net  URL: http://www.tanpoposya.com/      上岡直見さん 

                                

予 約 必 要 
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